
＊紐差小学校 HP（学校だより）→http://www.city.hirado.nagasaki.jp/kurashi/school/himosashi/ 

 

【本校の教育目標】  
 

【本年度の合言葉】 

 

 

 

６月９日（日）に、「少年の主張」大会が開催されました。紐差小からは６年の山内佑華さんが代表として

出場し、「私の将来の夢」と題して発表を行いました。佑華さんは、指導されたことや自分で気をつけようと

思った部分（発表原稿）にマーカーで線を引き、書き込みを加えながら、学校でも家

庭でも毎日練習を続けていました。当日は、「保育士になる」という夢の実現のため

に、日頃から心掛けていることや夢にかける思いをたくさんの方の前で堂々と落ち

着いて発表することができました。「とても上手だった。素晴らしかった。」と会場

にこられていた多くの地域の方や先生方が褒めていました。佑華さん、本当によく頑

張りました。お疲れ様でした。以下に、佑華さんの発表内容を掲載しています。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

        平戸市立紐差小学校 学校だより No.９ 

  く す の 木 

令和６年６月１２日 文責 校長 市瀨 くみ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日 文責 校長 梶山 和彦  

創 立 

150 

周 年 

【第５３回田平町卓球大会】  ※６月９日（日）開催 

○個人戦 初心者の部 優勝 ６年 前田 銀志さん 

みなさんには将来の夢がありますか。私には、「保育士になる」という夢があります。そう思ったきっかけは、

通っていた保育園の先生たちが、毎日笑顔で楽しそうに仕事をしていたからです。「そんな保育園の先生たちのよ

うに、毎日笑顔で過ごせる人になりたい。」私はそう思い、まず保育士の仕事について調べてみました。 

保育士とは、乳児から小学校入学前の子どもたちを預かり、保護者に代わって子育てをする仕事で、子育てのプ

ロとして子どもたち、保護者に関わる仕事です。子どもたちには、園生活の中で、将来につながる基本的な生活習

慣や社会性、そして学びへの意欲などを身に付けさせること。保護者には、子育ての悩みなど親身になって相談に

のるなどサポートをすること。保育士の仕事を調べてみると、とても大変で責任の重い仕事だということがわかり

ました。一方で、自分の子どものようにそばで成長を見守りながら育て、子どもたち一人一人の成長する姿を見て

喜ぶことができる、とてもやりがいのある仕事だとわかりました。「だから、保育園の先生たちは、毎日笑顔で楽

しそうに仕事をしているんだ。」私は、「保育士になる」という夢への思いが強くなりました。そして、保育士と

いう夢に少しでも近づくために、努力しなければならないことを考え、今、三つのことを実践しています。 

一つ目は、恥ずかしがらずに自分の思いを相手にしっかりと伝えることです。恥ずかしがると、自分の思いは伝

わりません。将来、子どもたちに自分の思いや指示をわかりやすく伝えたり、丁寧に説明したりできる保育士にな

るために、授業を中心に積極的に考えや思いを伝えたり、分かりやすく説明したりすることを意識しています。 

二つ目は、いろんな人と積極的に関わることです。特に、小さい子どもとたくさん関わることが保育士の仕事に

役立つと思い、１年生など下級生のお世話を精一杯頑張っています。気になる下級生がいると、そばに行って話を

聞いたり、優しく声を掛けたりすることも心がけています。４月には、転校してきたばかりの２年生と一緒に登校

し、少しでも不安が軽くなるように関わりました。これからは、大人の方とも恥ずかしがらずに積極的に関わるこ

とで、さらにコミュニケーション力を高めていかなければならないと考えています。 

三つ目は、相手のことを思って行動することです。私は、将来、保育士になったら、「思いやりのある子ども」

を育てたいと考えています。また、子どもたちや保護者の思いを大切にしながら、保育士の仕事に責任をもって取

り組みたいと考えています。今、私は運営委員会の仕事を頑張っています。みんなから頼られ、最後まで仕事をや

り遂げる保育士になるためです。どうすれば学校のためになるのか、どうすればみんなが楽しく学校生活を送るこ

とができるのか、常に相手意識をもって、これからも委員会の仕事に責任をもって取り組み、しっかりとやり遂げ

ていきます。 

将来、夢が叶い保育士になることが、生まれ育った平戸のためにできることだと私は考えています。保育士にな

るという夢をもつきっかけとなった保育園の先生たちのように、毎日笑顔で過ごし、自分の笑顔で子どもたち、保

護者、地域の方を元気にして、平戸の町をもっともっと楽しく、明るくしたい。そして、保育士として「思いやり

のある子ども」を育て、平戸を思いやりあふれる町にしたい。ふるさと平戸のためにも、「夢は絶対にかなう」そ

う信じて、今、自分にできること、やらなければならないことを実践していきます。 


